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　精
神
上
の
障
害（
知
的
障
害
、精
神
障
害
、

認
知
症
な
ど
）に
よ
り
判
断
能
力
が
十
分
で

な
い
人
が
、預
貯
金
の
管
理
や
日
常
生
活
で

の
契
約
な
ど
を
行
う
と
き
に
不
利
益
を
被

ら
な
い
た
め
、家
庭
裁
判
所
に
申
し
立
て
を

行
い
、選
任
さ
れ
た
援
助
者
が
金
銭
管
理
や

契
約
の
支
援
な
ど
を
す
る
制
度
で
す
。

　成
年
後
見
制
度
は
、「
任
意
後
見
制
度
」と

「
法
定
後
見
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　任
意
後
見
制
度
は
、判
断
能
力
が
低
下
す

る
前
に
自
分
で
あ
ら
か
じ
め
準
備
を
し
て

お
く
制
度
、法
定
後
見
制
度
は
す
で
に
判
断

能
力
が
低
下
し
て
い
る
人
の
た
め
の
制
度

で
す
。

　今
回
は
、実
例
の
多
い
法
定
後
見
制
度
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　申
立
書
、本
人
お
よ
び
申
立
人
の
戸
籍
謄

本
、戸
籍
の
附
票
、登
記
事
項
証
明
書
、診
断

書
な
ど

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●
対
象
と
な
る
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総
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地
域
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方
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０
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● 法定後見制度の概要

法定後見制度は、「後見」、「保佐」、「補助」の３種類に分かれています。

類　　型 後　　見 保　　佐 補　　助

対象になる人
精神上の障害により、
常に判断能力を欠く人

精神上の障害により、
判断能力が著しく不十分な人

精神上の障害により、
判断能力が不十分な人

鑑定の要否 原則必要 原則必要 原則診断書などで可

申立人になれる人

申し立て時の
本人同意

本人・配偶者・４親等内の親族など

不　要 不　要 必　要

同意権および
取消権の範囲

代理権の範囲

日常生活に関する
行為以外の行為

法律上定められた
重要な行為

本人の同意を得た上で、
家庭裁判所が定めた
法律行為

財産に関するすべての
法律行為

申し立ての範囲内で、
家庭裁判所が定める
特定の法律行為
※本人同意が必要

申し立ての範囲内で、
家庭裁判所が定める
特定の法律行為
※本人同意が必要

●判断能力が十分でない人の財産管理や身上監護ができる
●成年後見人などの地位が公的に証明される
●本人が詐欺に遭っても成年後見人が契約を取消すことができる

「
成
年
後
見
制
度
」を
ご
存
知
で
す
か
？

法定後見制度の
メリット

成
年
後
見
制
度
と
は
…
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音
の
里
、口
和
で

懐
か
し
い
音
と
映
像
の
体
験
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　「
日
本
さ
く
ら
名
所
1
0
0
選
」に
選
ば

れ
て
い
る
庄
原
上
野
公
園
に
は
、毎
年
県
内

外
か
ら
多
く
の
花
見
客
が
訪
れ
ま
す
。

　そ
こ
で
、近
接
し
た
上
野
総
合
公
園
を
会

場
に
、備
北
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
主

催
の
連
携
イ
ベ
ン
ト「
備
北
の
桜
と
ス
イ
ー

ツ
祭
」を
開
催
し
ま
す
。春
を
満
喫
で
き
る

催
し
、備
北
の
ス
イ
ー
ツ
、B
級
グ
ル
メ
を

堪
能
で
き
る
食
の
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設
け
、

花
見
だ
け
で
な
く
備
北
の
食
も
楽
し
ん
で

も
ら
い
、市
内
外
に
備
北
地
域
の
魅
力
を
発

信
し
ま
す
。ま
た
、春
の
既
存
イ
ベ
ン
ト
、体

験
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
を
一
元
的
に
P
R
し
て
、

四
季
を
通
じ
て
集
客
力
の
ア
ッ
プ
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

と
き

　４
月
10
日（
日
）10
時
～
15
時

と
こ
ろ

　上
野
総
合
公
園
・
上
野
公
園

内
容

　

●
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

　（
桜
に
ま
つ
わ
る
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
）

●
ス
イ
ー
ツ

　（
ス
イ
ー
ツ
グ
ラ
ン
プ
リ
、出
店
）

●
フ
ー
ド
コ
ー
ト

　（
庄
原
・
三
次
の
B
級
グ
ル
メ
な
ど
）

●
観
桜
会（
茶
席
、俳
句
・
短
歌
の
会
）

●
桜
写
真
、桜
絵
手
紙
教
室

　こ
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
店
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

備
北
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
事
務
局

鈎
0
8
2
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‐
4
4
‐
3
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5
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備
北
の
桜
と
ス
イ
ー
ツ
祭

商工観光課　鈎0824‐73‐1177

　庄原さとやま博の春舞台を飾るイベントを紹介します。
　庄原の春といえば「桜」。関係団体と連携して、この桜と
スイーツを満喫できるイベントを開催します。

開催中

紹  

介  

リ  

レ  

ー

オ
ス
ス
メ
の

体
験
メ
ニ
ュ
ー

体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
申
し
込
み
は
、庄
原
市
観
光
協
会
連
合
会
観
光
公
社
設
立
準
備
室

（
鈎
0
8
2
4
‐
7
5
‐
0
1
7
3
）ま
で
。
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ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp

://sh
o
b
a
ra
-sa

to
ya

m
a
.jp

　口
和
郷
土
資
料
館
の
映
像
・
音
声
機
器
の

コ
ー
ナ
ー
で
は
、館
長
の
安
部
博
良
さ
ん
が

修
復
し
た
〝
技
術
の
原
点
〟
と
い
う
べ
き
古

い
電
話
機
や
ラ
ジ
オ
、テ
レ
ビ
な
ど
が
動
く

状
態
で
展
示
さ
れ
て
い
て
実
際
に「
触
れ
て

見
る
」体
験
が
で
き
ま
す
。

　館
内
の
映
画
館
で
は
、お
ば
け
の
Ｑ
太
郎
、

フ
ク
ち
ゃ
ん
、ア
ン
パ
ン
マ
ン
な
ど
昔
懐
か

し
い
ア
ニ
メ
や
時
代
劇
な
ど
を
鑑
賞
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　ま
た
、大
正
時
代
か
ら
昭
和
ま
で
の
歌
謡

曲
や
落
語
の
レ
コ
ー
ド
も
そ
ろ
っ
て
い
ま

す
。懐
か
し
い
音
の
空
間
で
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ

ル
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

と
き

　毎
週
月
・
木
・
土
曜
日
9
時
～
17
時

※
開
館
日
以
外
は
、事
前
に
予
約
が
必
要
で

す
。�

と
こ
ろ

　口
和
郷
土
資
料
館（
口
和
町
）

　次
回
は
、館
長
の
安
部
博
良
さ
ん
か
ら
の

リ
レ
ー
で
〝
里
呼
織
り
工
房
〟
の
脇
坂
よ
り

子
さ
ん
と
〝
エ
ト
ピ
リ
カ
〟
の
桑
野
歩
さ
ん

の
共
同
企
画「
お
部
屋
に
飾
ろ
う
～
手
織
り

の
卓
布
と
春
の

山
野
草
小
鉢
植

え
体
験
」
を
紹

介
し
ま
す
。
お

楽
し
み
に
。

出
店
者
募
集
中
！


